
１０・１１月の主な行事予定
＜１０月＞

１９日(火) 空き缶回収
２０日(水) 空き缶詰め
２１日(木) 恐竜の話 代表委員会 司書補来校
２２日(金) 甑島地域陸上記録会(鹿島中 ５・６年)
２５日(月) 児童集会(図書・掲示委員会)
２６日(火) ～２８日(木)

川内小との交流学習
２９日(金) 休養措置日

＜１１月＞
１日(月) 全校集会 ４年研究授業
２日(火) 中期交流学習発表会 海星中文化祭(5･6 年参加)
３日(水) 文化の日 青潮神社例祭
４日(木) 学校参観日 高齢者とのふれあい活動
５日(金) 教育・健康相談
８日(月) 児童集会 小中合同音楽発表会(海星中) 司書補来校
９日(火) 命を大切にするをはぐくむ日 司書補来校

１１日(木) 親子給食 委員会活動
１２日(金) ＡＬＴ来校，代表委員会
１３日(土) 家庭教育学級公開学習研修会(国際交流ｾﾝﾀｰ)
１５日(月) 全校集会
１６日(火) 就学時健康診断 持久走前健康診断 クラブ活

動⑩ 空き缶回収
１７日(水) 空き缶詰め
１９日(金) 食育の日 児童保健委員会 ALT 来校
２２日(月) 小・中学校芸術演劇鑑賞事業（海星中）
２３日(火) 勤労感謝の日
２４日(水) 持久走大会試走 司書補来校
２５日(木) 避難訓練
２６日(金) 代表委員会
２９日(月) 全校集会 人権週間(12/3 迄)
３０日(火) クラブ活動⑪

１１月 １日～ ７日 「かごしまの教育」県民週間
１０月２７日～１１月９日 読書週間

花と読書と笑顔の学校

中期交流学習会！
１３日(水)に，海星中校区中期交流

学習会が行われました。これは，小５
～中１が海星中に集い，小学校区毎に
テーマを決めて調べ学習を進めるもの
です。この青瀬小校区の子どもたちは，「青瀬」を島外の
方々へアピールしようとパンフレット作成に取り組んで
きました。その仕上げをこの日に行ったのです。できあ
がったパンフレットは，来月２日(火)の海星中文化祭で
お披露目します。

１０月２日（土）に青瀬地区コミュニテ
ィ協議会・青瀬小学校の合同秋季大運動会
が行われました。

前日１日（金）には，午後１時から緑門
づくり，会場設営と校区の方々と学校が一
体となって準備を行い，素晴らしい会場が
できあがりました。

いよいよ２日(土)大運動会当日の朝，あ
いにくの雨で体育館での開催を覚悟しまし
たが，急激なる天候回復によってとても素
晴らしい運動会となりました。

今年の大会スローガン「みんなのあせが
大きな力 青瀬パワーで優勝めざせ！」

を合い言葉に，赤組応援団長野島愛綱さん，
白組応援団長兵頭広夢さんの陣頭指揮の下，
合同秋季大運動会が元気よく始まりました。
応援団による力強い応援合戦を皮切りに，
かけっこやリレー，障害走等様々な種目が
行われ，子どもたち，そして校区の方々い
ずれも元気一杯の競技を繰り広げました。
そして，最終的には白組の僅差の優勝とい

う結果となりました。
また，「組み体操」では，毎日毎日練習して

積み上げてきた技を披露することができまし
た。そして，フィニッシュでは，恒例の「円
塔」を崩さずに成功させ，皆様の拍手を頂く
ことができました。

さらに，「青瀬ヤンハ」で
は，伝統の踊りと日々向かい合ってきた子ど
もたちの意気込みそのままの素晴らしい演技

を見せてくれました。ここ
まで身に付けた「青瀬ヤン
ハ」，きっと大人になって
も「体」が覚えていること
でしょう。いつしか，またこのメンバーで
一緒に踊れる日がくることを期待します。

ちなみに，児童の優勝は「白組」，地区優
勝は「向井」，しかも玉入れも「向井」が優
勝して完全優勝を飾るとともに，町の連覇

を阻みました。

緑 門
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赤組応援団

白組応援団

「かごしまの教育」県民週間！
県民週間において，青瀬小学校では１１月４日(木)に

学校を開放いたします。地域の方々，保護者の皆さん，
授業の様子，施設や設備等をご自由に参観してください。
よろしくお願いいたします。

９：２５～授業参観(親・地域・高齢者）
１０：２５～高齢者とのふれあい活動

（グランドゴルフ・給食）

平成２２年度 薩摩川内市立青瀬小学校 学校便り

読書の秋

秋の夜長，読書を楽しむいい季節とな

りました。図書室にはまだ子どもたちの

手に触れられていない新しい本もいっぱいあります。親子で

一緒に本探しをされたらどうでしょう。子どもたちの（大人

にも）心に響く本に出会えるはずです。

新しい本ではないですが，１冊の本を紹介します。

＜新ちゃんがないた！ 佐藤州男 作 文研出版＞

作者の佐藤州男さんは，１９５１年か

ら３０年間，新潟県で小学校の先生をさ

れた方です。教師になって 15 年目に，進

行性筋ジストロフィーという難病にかか

りますが，それから 15 年間障害児教育に

あたられました。

主人公は，四肢性まひで両足が不自由

な「土田新一」。この本の素敵なところは，

幼なじみで同級生の「山本剛」が語り手となり，新一の

ひたむきにそしてたくましく生きる姿に心をうたれると

ころです。剛は，もう一人の主人公でもあります。題名

がまさにクライマックス。どんなにいじわるされたとき

も，運動会で旗をくわえて這っていったときも，顔色ひ

とつかえなかった新一が泣いているのです。そのとき剛

は，『あっという間もなく，おれの目にも涙があふれてき

た。あとからあとから，はずかしいほどの涙が，足もと

の床に落ちた。……ああ新ちゃん。きみも泣くんだねえ。』

（本書から抜粋）なぜ新ちゃんが泣いたのか…ぜひ親子

で本書を読んで考えてみてください。

今年は「国民読書年」。2008 年６月の国会で決

議され、深刻化する活字離れ、読書離れが危惧

される昨今の状況を踏まえて、文字・活字によ

って伝えられてきた知的遺産を継承・発展させるために、2010 年

を「国民読書年」に制定し、政官民協力の下で、国をあげてあら

ゆる努力を重ねることが宣言されています。

（毎週月曜日１３：００～１４：００保護者の方に図書室を開放しま

す。貸し出しもします。ご利用下さい。）

１０ 月 の 目 標
（生活） 勉強や運動を精一杯がんばろう！
（保健） 目を大切にしよう！
（給食） 食事と健康について考えよう！


